
⑪ 倉敷市教育委員会

⑪倉敷市教育委員会

実践団体情報

記入日 西暦 2022 年１月 11 日（2021 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 倉敷市教育委員会 

代表者名 教育長 井上 正義 

プラン全体のタイトル 「わがこと意識」をもつための倉敷型防災教育 

～中学生が家庭や地域の力となることを目指して～ 

電話番号 086-426-3835

メールアドレス schhlt@city.kurashiki.okayama.jp 

実践団体の説明 本市では平成３０年７月の豪雨災害によって被災した経

験を踏まえ、子どもたちが災害に対して「わがこと意識」

をもち、防災への実践力を身に付けるため、防災教育のカ

リキュラムを作成し、令和２年度から市立小学校３・５年

生で授業としての防災教育を始めている。 

そこで、小学校での学習だけで終わることのないよう防

災意識を継続・向上させていくために、市立中学校２年生

で授業としての防災教育を新たに始めようと考えている。 

所属メンバー 担当：倉敷市教育委員会 保健体育課 

指導主任 山下 洋平 

活動地域 倉敷市 

活動開始時期・結成時期 2020 年 

過去の活動履歴・受賞歴 2020 年 防災教育モデル授業研修会（小学校第５学年） 

兼「学校における防災教育による防災に対する

理解促進のための取組検討」（内閣府） 

2020 年 防災教育モデル授業研修会（小学校第３学年） 

プラン全体の概要 ① 「知識」「体験活動」「発信」等、様々な内容・活動を

組み込んだカリキュラム案の作成。 

② モデル校での授業実践。

（「自助・共助」の学習，被災地を巡る現地学習会，被災者

による講演会，防災食体験活動） 
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③ モデル校での実践を踏まえたカリキュラムの再構

築。 
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プランの年間活動記録 

プランの立案と調整 活動準備 実践活動 

4 月 カリキュラム立案

年間計画立案 

関係機関との打ち合わせ 

モデル校との打ち合わせ

カリキュラム案作成

5 月 防災学習立案① 指導案・教材・資料作成 

6 月 防災学習立案② モデル校との打ち合わせ モデル校での防災学習①②

7 月 指導案・教材・資料作成 防災学習指導案修正・検討 

8 月 防災学習指導案修正・検討 

9 月 防災体験活動立案① 指導案・教材・資料作成 防災体験活動案作成・検討 

10 月 防災体験活動立案② 指導案・教材・資料作成 

モデル校・関係機関との打

ち合わせ 

防災体験活動案作成・検討 

11 月 防災体験活動立案③ 指導案・教材・資料作成 

モデル校との打ち合わせ

モデル校での防災体験活動①

② 

防災アンケート実施 

12 月 防災学習立案③ 指導案・教材・資料作成 

モデル校との打ち合わせ

モデル校での防災体験活動③

防災アンケート実施 

1 月 モデル校での防災学習③

2 月 カリキュラム再立案 活動報告会 

カリキュラム再構築

3 月 カリキュラム再構築

プラン全体の反省点・課題・感想 実践を重ねる毎に、生徒が新たな知識を獲得・活用し、

防災について真剣に向き合う姿が見られた。授業としての

時間を確保し学ぶことは着実に生徒の力となり、「わがこと

意識」の向上につながると感じ、学びの継続の必要性を改

めて感じた。その一方で、受け身的な学習が中心となって

しまい、生徒自身が考えたり、行動したりする自主的・主

体的な学習がなかなかできなかった。また、新型コロナウ
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イルスの影響でモデル校での実践が予定通り進まず、学習

のまとめや生徒からの家庭や地域への発信・連携の取組が

期間内にできなかった。 

今後の活動予定 モデル校での学習のまとめ、家庭や地域への発信・連携

の取組を行っていく。それを踏まえ、小学校からの系統

性・継続性を考慮しながら、中学校の防災教育カリキュラ

ムをよりよいものに再構築し、全市立中学校での防災教育

を新たに始めていく。 
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実践したプランの内容と成果

記入日 西暦 2022 年 1 月 1１日（2021 年度のチャレンジプラ

ン） 

実践団体名 倉敷市教育委員会 

実践番号 １ 

タイトル 「倉敷型防災教育」カリキュラム案作成 

実践担当者のお名前 山下 洋平 

実践にかかった金額 ほぼ０円

実践の準備にかかった時間 数週間 

実践活動を実施した日時 西暦 2021 年 4 月１日～西暦 2021 年 4 月 22 日 

実践の所要時間 数週間 

実践の運営側で動いた人の人数 ５人 

防災教育の対象者の属性 中学生 

防災教育の対象者の人数 約３００人 

実践を行った都道府県と市区町村 岡山県倉敷市 

実践を行った具体的な場所 倉敷市教育委員会 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

倉敷市防災危機管理室職員 

平成 30 年７月豪雨災害等の過去の災害の資料 

達成目標 中学生という発達段階を考慮し、生徒が自主的・主体的に活動でき

るような内容や、家庭や地域をつなぐことができるよう「知識」「体験

活動」「発信」等、様々な内容・活動を組み込んだカリキュラム案を作

成し、防災に関する実践力を高めるとともに防災意識の継続・向上を

図る。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 
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実践内容・方法 １ 中学生の発達段階や系統性等を踏まえカリキュラム案を作成す

る。 

２ カリキュラム案をもとに、必要な教材・資料を作成し、詳細な学

習指導案を作成する。 

３ 関係機関に相談し、内容の修正・検討を行う。 

得られた成果 ・ 関係機関との連携や協力体制の確立ができた。

・ 生徒にどのような力を身に付けるか、そのためにどのような学習

が必要か等、生徒の思考の流れや学校現場のニーズを考慮しながら

作成することができた。 

・ 担当者の知識やスキルアップにつなげることができた。

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 かなり 

思考力・判断力・表現力 かなり 

学びに向かう力・人間性 かなり 

課題・苦労・工夫 ・ カリキュラム作成にあたり、専門的な知見や最新の情報などを取
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り入れるためには、関係機関との連携が欠かせない。 

・ 学校現場のニーズを把握し、限られた時間数の学習の中でそれら

をどのようにカリキュラムに組み入れるか、また、どのような活動

を行うことで防災意識を継続・向上し、生徒の実践力を高めること

ができるか悩んだ。 

★運営・実践の担当者が協力を求めた人や団体（関係者）について

関係者の名前・団体名 倉敷市防災危機管理室 

関係者の説明 倉敷市の防災部局 

関係者の連絡先 086-426-3131

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ

伝えたい相手 倉敷市の教職員 

伝えたい内容 ・ 防災教育といっても何をどのように行えばよいのか、なかなか難

しいところもあると思います。子どもたちに教える前に、まず自ら

の防災意識を高め、自分で学び、考え、体験していただき、その中

で、子どもたちにどのような力を身に付けさせるのか、そのため

に、どのような学習が必要かを考えていくことが大切だと感じまし

た。 
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記入日 西暦 2022 年 1 月 1２日（2021 年度のチャレンジプラ

ン） 

実践団体名 倉敷市教育委員会 

実践番号 ２ 

タイトル 「自助」について 

実践担当者のお名前 山下 洋平 

実践にかかった金額 １万円未満

実践の準備にかかった時間 約 1 か月 

実践活動を実施した日時 西暦 2021 年６月 14 日（月）14 時 15 分～15 時５分 

実践の所要時間 ５０分 

実践の運営側で動いた人の人数 ２人 

防災教育の対象者の属性 中学生 

防災教育の対象者の人数 約３００人 

実践を行った都道府県と市区町村 岡山県倉敷市 

実践を行った具体的な場所 倉敷市立西中学校 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

倉敷市立西中学校教職員 

倉敷市ハザードマップ 

達成目標 過去の災害に関する資料や、学区のハザードマップ等の情報を分析

し、「自助」の視点で災害時に自らの命を守るために必要な知識や、適

切な避難行動を取ることができる実践力を身に付ける。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 かなり 

学びに向かう力・人間性 大いに 
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実践内容・方法 １ 映像資料や写真等から、過去の災害について振り返る。 

２ 倉敷市のハザードマップ等を活用して地域の災害リスクについて

把握する。 

３ 「自助」の視点で、自分の命を守るための具体的な備えや避難行

動について考え話し合う。 

東日本大震災 阪神・淡路大震災 平成 30年 7月豪雨 
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４ 本時の学習のまとめを行い、「自助」の重要性を伝える。 

５ 学習したことを持ち帰り、家族と共有するように促す。 

得られた成果 ・ 生徒の防災に関する知識や実践力の向上につなげることができ

た。 

・ 生徒が防災について真剣に考える姿が見られたり、「学習したこと

を家族に伝えて、一緒に取り組みたい。」という発言が聞かれたり、

防災意識の向上を図ることができた。 

・ 学習したことを持ち帰り、家庭への発信を行うことができた。

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 かなり 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 ・ 生徒の防災に関する知識や経験について個人差がある中で、どこ

からの内容を指導するか吟味する必要がある。 

・ １時間の授業の中で、学習する内容について多く盛り込みすぎた

ので、内容の精選が必要である。 

・ 災害時にできる「自助」について考えたが、なかなかイメージが

わかず、実際に災害を経験していないので多様な意見がでにくかっ

た。 

★運営・実践の担当者が協力を求めた人や団体（関係者）について

関係者の名前・団体名 倉敷市立西中学校 

関係者の説明 防災学習モデル校 
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関係者の連絡先 086-422-6030

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ

伝えたい相手 倉敷市の教職員・中学生・中学生の家族 

伝えたい内容 ・ 自分の住む地域の災害リスクを把握することは、災害時に自分の

命を守るためにとても大切です。普段から家族と共に、避難場所や

避難経路について話し合ったり、実際に避難場所まで行ってみたり

することも「逃げ遅れ０」のために必要なことです。 

・ 自助の意識を高め、できることから始めてみてほしいと思いま

す。 
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記入日 西暦 2022 年 1 月 13 日（2021 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 倉敷市教育委員会 

実践番号 ３ 

タイトル 「共助」について 

実践担当者のお名前 山下 洋平 

実践にかかった金額 １万円未満

実践の準備にかかった時間 約 1 か月 

実践活動を実施した日時 西暦 2021 年６月 18 日（金）14 時 15 分～15 時５分 

実践の所要時間 ５０分 

実践の運営側で動いた人の人数 ２人 

防災教育の対象者の属性 中学生 

防災教育の対象者の人数 約３００人 

実践を行った都道府県と市区町村 岡山県倉敷市 

実践を行った具体的な場所 倉敷市立西中学校 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

倉敷市立西中学校教職員 

倉敷市ハザードマップ 

達成目標 これまでの学習や経験を生かし、「共助」の視点で、家庭や地域のた

めに自分たちにできることを考える。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 かなり 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 
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実践内容・方法 １ 「自助」の学習を振り返る。 

２ 「共助」の視点で、自分たちにできることを考え話し合う。 

３ 話し合ったことから自分たちにできることを決定し計画を立て

る。 

４ 本時の学習のまとめを行い、「共助」の必要性を伝える。 

５ 学習したことを持ち帰り、家族と共有するように促す。 

得られた成果 ・ 「共助」という視点で、家庭や地域のために自分たちにできるこ

とについて真剣に考え、防災意識の向上を図ることができた。 

・ 「誰かの役に立ちたい。」「地域の方々と日頃から関係づくりをし

ていきたい」。等、自分のことだけでなく、他者へも目を向けること

ができるようになり、地域参画への意識を高めることができた。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 かなり 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 ・ 学校の立地や地域の特性等も踏まえて、地域への発信の仕方や地

域との連携の方法等、どのように計画し実行していくかを考えるの

が難しいと感じた。 
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★運営・実践の担当者が協力を求めた人や団体（関係者）について

関係者の名前・団体名 倉敷市立西中学校 

関係者の説明 防災学習モデル校 

関係者の連絡先 086-422-6030

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ

伝えたい相手 倉敷市の教職員・中学生・中学生の家族 

伝えたい内容 ・ 家族や地域での助け合いは、災害時に非常に重要になってきま

す。 

大人だけでなく、中学生にもできることはたくさんあると思いま

す。それを考え実践することは、将来の地域の防災を担う人材を育

成するとともに地域全体の防災力向上につながると感じます。もし

もの時に助け合うためには、助け合える体制を整えておく必要があ

り、日頃からの地域でのコミュニケーションが大切であると感じま

す。 
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記入日 西暦 2022 年 1 月 14 日（2021 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 倉敷市教育委員会 

実践番号 ４ 

タイトル 被災地真備を巡る現地学習会 

実践担当者のお名前 山下 洋平 

実践にかかった金額 １万円未満

実践の準備にかかった時間 約 3 か月 

実践活動を実施した日時 西暦 2021 年 11 月 25 日（木）８時３０分～１６時３０分 

実践の所要時間 ８時間 

実践の運営側で動いた人の人数 ２人 

防災教育の対象者の属性 中学生・教職員 

防災教育の対象者の人数 約３００人 

実践を行った都道府県と市区町村 岡山県倉敷市 

実践を行った具体的な場所 小田川合流地点付け替え工事現場 

井原線川辺宿駅  

真備町呉妹地区堤防決壊地点  

倉敷市立西中学校体育館 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

倉敷市立西中学校教職員  

日の丸旅行（有）真備営業所 担当者 

国土交通省中国地方整備局高梁川・小田川緊急治水対策河

川事務所 担当者 

川辺復興プロジェクト あるく 代表者  

達成目標 真備町を巡り、実際に被災した現場を訪れたり、河川の付け替え・

堤防の工事に従事している方や復興に尽力されている方の話を聞いた

りすることで、災害を自分事として捉えるとともに、「共助」への意識

を高め、防災力の向上を図る。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 
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実践内容・方法 １ 真備町での現地学習に向けて、これまでの学習を振り返り、事前

の指導を行う。 

２ 小田川合流地点付け替え工事の現場を見学し、工事に従事してい

る方から工事の概要や思いを聞く。 

３ 井原線川辺宿駅を訪れ、水害にあった当時の写真と比べながら被

災した当時の状況を想像し、当時の被災者の気持ちに寄り添った

り、今後の自分の避難行動について考えたりする。 
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４ 真備町呉妹地区の堤防決壊地点を見学し、工事に従事している方

から工事の概要や思いを聞く。 

５ 真備町川辺地区で復興に向けて活動されている方の講演を聞き、

これから自分たちにできる防災・減災について考える。 

６ 本時の学習を振り返り、事後の指導を行う。 

得られた成果 ・ 被災した真備町を訪れ、実際に当時の話を聞いたり、現場を見た

りすることで、自分の住む市で起こったことをよりリアルに感じる

ことができ、災害を自分事として捉えることができた。 

・ 真備町の復興に努めている方の話を聞くことで、自分たちにもで

きることがあることに気付き、共助への意識を高めることができ

た。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 ・ 学校だけでは現地での学習は難しく、旅行会社の協力が不可欠だ

った。学校と旅行会社等との綿密な打ち合わせや調整が必要だっ

た。 

・ 今回は、現地の見学がメインとなったが、フィールドワークや

「共助」に関する体験活動等、現地で生徒が自主的に活動できる内

容を組み込むことができれば、さらによいと感じた。 



⑪ 倉敷市教育委員会

★運営・実践の担当者が協力を求めた人や団体（関係者）について

関係者の名前・団体名 倉敷市立西中学校 

関係者の説明 防災学習モデル校 

関係者の連絡先 086-422-6030

関係者の名前・団体名 日の丸旅行（有）真備営業所 

関係者の説明 真備町にある旅行会社 

関係者の連絡先 086-698-1588

関係者の名前・団体名 国土交通省中国地方整備局高梁川・小田川緊急治水対策河川事務所 

関係者の説明 行政機関 

関係者の連絡先 086-697-1020

関係者の名前・団体名 川辺復興プロジェクト あるく 

関係者の説明 真備町川辺地区で復興に向けて活動している住民団体 

関係者の連絡先 080-5752-0111

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ

伝えたい相手 倉敷市の教職員・中学生・中学生の家族 

伝えたい内容 ・ 実際に被災地に足を運んでみないと分からないことはたくさんあ

ると感じます。また、当時のことを知る方、復興に向けて活動して

いる方から直接話を聞くことは、非常に価値があり、今後、災害を

語り継いでいくという点においても重要なことだと思います。自分

の目で見て、耳で聞いて、そこから自分がどのように行動するかを

考えていくことが大切だと思います。 



⑪ 倉敷市教育委員会

記入日 西暦 2022 年 1 月 17 日（2021 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 倉敷市教育委員会 

実践番号 ５ 

タイトル 「災害時の食事」～防災食体験～ 

実践担当者のお名前 山下 洋平 

実践にかかった金額 １万円未満

実践の準備にかかった時間 約２か月 

実践活動を実施した日時 西暦 2021 年 11 月 26 日（金）11 時 30 分～13 時 30 分 

実践の所要時間 ２時間 

実践の運営側で動いた人の人数 ４人 

防災教育の対象者の属性 中学生・教職員 

防災教育の対象者の人数 約３００人 

実践を行った都道府県と市区町村 岡山県倉敷市 

実践を行った具体的な場所 倉敷市立西中学校２年生各教室 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

倉敷市立西中学校教職員  アルファ化米 

倉敷市立倉敷中央学校給食共同調理場栄養士 

達成目標 災害時の食生活に関心をもち、災害時の備えだけでなく、日常生活

でも役立つ実践的な食の備えを考えることができるとともに、生きて

いく上での日常の食事の大切さを再認識し、日頃から食事への感謝の

気持ちをもつことができる。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 



⑪ 倉敷市教育委員会

実践内容・方法 １ これまでの学習を振り返り、「災害時の食事」という視点をもつ。 

２ アルファ化米について知る。給食時に食べる準備をする。

３ 災害時の食の課題について考える。 

４ 「非常食」と「災害食」の違いや、「ローリングストック法」につ

いて考える。 
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５ 給食時間にアルファ化米を食べる。 

６ 本時の学習を振り返る。 

得られた成果 ・ 初めて、非常用保存食を食べた生徒がほとんどで、災害時の食事

について少しではあるが、体験することができた。 

・ 災害時の食について考えたことで、家庭で備蓄品を見直すきっか

けになったり、ローリングストック法を実践したりするきっかけに

なり、家庭全体の防災力向上につなげることができた。 

・ 非常用保存食を食べたことで、日常の食事の大切さを再認識する

ことができ、日頃の食事のありがたさを感じることができた。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 ・ 今回はアルファ化米のみを食べたが、自分たちで炊き出しを行っ

たり、主食だけでなく、副菜等も調理したりして体験することがで

きればよいと感じた。 
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★運営・実践の担当者が協力を求めた人や団体（関係者）について

関係者の名前・団体名 倉敷市立西中学校 

関係者の説明 防災学習モデル校 

関係者の連絡先 086-422-6030

関係者の名前・団体名 倉敷市立倉敷中央学校給食共同調理場 

関係者の説明 倉敷市の学校給食を作っている調理場 

関係者の連絡先 086-436-7341

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ

伝えたい相手 倉敷市の教職員・中学生・中学生の家族 

伝えたい内容 ・ 非常用保存食を食べる等、災害時のことを想定して疑似体験して

おくことは、実際に災害が起きた時の行動に役立つと思います。家

庭で備蓄品について家族で話し合ったり、日頃からローリングスト

ック法を取り入れた食事をしたり、日常の中で災害時の備えを行っ

ていくことが大切だと感じます。 
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記入日 西暦 2022 年 1 月 18 日（2021 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 倉敷市教育委員会 

実践番号 ６ 

タイトル 「東日本大震災に学ぶ会」 

～災害伝承 10 年プロジェクト～ 

実践担当者のお名前 山下 洋平 

実践にかかった金額 １万円未満

実践の準備にかかった時間 約２か月 

実践活動を実施した日時 西暦 2021 年 12 月 22 日（水）8 時 40 分～10 時 40 分 

実践の所要時間 ２時間 

実践の運営側で動いた人の人数 ２人 

防災教育の対象者の属性 中学生・教職員 

防災教育の対象者の人数 約３００人 

実践を行った都道府県と市区町村 岡山県倉敷市 

実践を行った具体的な場所 倉敷市立西中学校２年生各教室 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

倉敷市立西中学校教職員  

気仙沼市総務部危機管理課職員  Zoom 会議 

達成目標 東日本大震災を経験された方の話を聞くことで、地震・津波の災害

が起きたときの避難の際に気を付けることや避難所での生活、中学生

の共助の活動について考え話し合う。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 
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実践内容・方法 １ オンラインで語り部の方の講話を聞く。 

２ 



⑪ 倉敷市教育委員会
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（消防庁「災害伝承 10 年プロジェクト」資料より） 

２ 講話の内容の中で、疑問に思ったことやもっと聞きたいことに質

問する。 

３ 本時の学習を振り返る。 

得られた成果 ・ 真備町での水害とは違う災害種について学ぶことで、地震や津波

への備えや意識を高めることができた。 

・ 疑問に思ったことやもっと聞きたいことを直接、聞くことがで

き、生徒の防災知識の獲得や、防災意識の向上につなげることがで

きた。 

・ 中学生にもできることや、今日からできる家庭での備えについて

学ぶことができた。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 ・ 新型コロナウイルスの影響もあり、Zoom 研修となったが、対面

で行うことができればさらに学習が深まったのではないかと感じ

た。 

・ 他市の防災教育について知ることで、自分たちができる「共助」

について考えるヒントになった。 

・ 家庭ですぐにできることも教えていただいたので、学校からも家

庭への啓発に力を入れていけるとよい。 
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★運営・実践の担当者が協力を求めた人や団体（関係者）について

関係者の名前・団体名 倉敷市立西中学校 

関係者の説明 防災学習モデル校 

関係者の連絡先 086-422-6030

関係者の名前・団体名 気仙沼市総務部危機管理課 

関係者の説明 災害伝承 10 年プロジェクトの語り部 

関係者の連絡先 0226-22-3402 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ

伝えたい相手 倉敷市の教職員・中学生・中学生の家族 

伝えたい内容 ・ 災害はいつどこでどのような形で起こるか分からないので、様々

な災害種についての避難行動や備えをしておくことが必要だと思い

ます。他県や他市の防災教育や地域の取組について学ぶことは、自

分たちの学びを深め、今後の自分の防災力を高めることにつながる

と感じます。様々な立場の方からいろいろな視点で話を聞くこと

は、生徒の視野を広げることにつながると思います。 
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